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Morphology of Marine Diatom Tabularia fasciculata (c. A. Agardh) Williams & Round 
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The morphology and fine va1ve structure of the marine diatom Tabulariafasciculata (c. A. Agardh) Williams 
& Round have been investigated. Valves are lanceolate to linear and the shape of tips is rounded to obtuse. 
Stria consists of two large arωlae with thin cross-bars. There is a single r加 oportulaat one pole. An 0∞lluiimbus 
is sunk into the polar valve mantle with a slightly thickened rim. A valvocopula is plain， and other bands have 
a single row of poroids. 
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TabuJaria属は主に海藻・海草または砂粒に着生し，
世界各地の海域または汽水域に広く分布している。本
邦においても本属の出現は数多く報告されている(南雲
ら1998，鈴木・南雲 2004，鈴木ら 2007)。しかし，殻
微細構造の形態観察や出現地域間の形態の比較はいま
だに行われていない。本研究では，沖縄県久米島と千
葉県館山市で採集した海藻上に着生していた
TabularIa fasciculata (C. A. Agardh) Williams & 
Roundの形態を報告する。
材料と方法
観察に用いた試料は次の2つの標本から得られた。
標本番号MTUF-AL-S-678.着生基質はヒトエグサ
Monostroma nitidum Wittrock(緑藻)，沖縄県島尻郡
久米島町シンリ浜で2006年5月12日採集。標本番号
MTUF-jミL-KK-005.着生基質はケイギス Cerami山 η
tenerrImum (Martens) Okamura(紅藻)，千葉県館山
市坂田で2006年12月1日採集。珪藻試料は定法(長田・
南雲 2001)に従って処理した後，光学顕微鏡(LM)およ
び走査電子顕微鏡(SEM)で観察を行った。 SEMはS-
4000(HITACHI)を使用した。また，本研究で用いた術
語は小林ら (2006)に準拠した。
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Figs 1-10. Tabulariafiωciculata. 
Figs 1-8. LM. 1・5:Valve views， 6-8: Girdle views. 
Figs 9，10. SEM. 9.External view of a whole valve. 10. External view of a valve mantle. 
Scale bars = 10μm (Figs 1-9)加 dIμm (Fig 10) 
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Figs 11-17. Tabulariafasciculata with SEM. 11. Extemal view of stemum and areolae with thin cross-bars. 12. Internal view of 
stemum and areolae with thin cross-bars. 13. External polar view， showing single rimoportula (arrow)， isolated simple pores 
(double arrowhead) and ocellulimbus (a汀owhead).14. External polar view， showing ocellulimbus (arrowhead) and spines 
overhanging ocellu¥imbus (a汀ows).15. Intemal polar view， showing single rimoportula， isolated simple pores (double arrowhead) 
and ocellulimbus (訂rowhead).16. Internal polar view， showing ocellulimbus (arrowhead). 17. External polar view showing 
ocellulimbi， a valvocopula (VC) and three bands (B) with a single row of poroids (arrows). A valvocopula is plain and open 
(arrowhead). Scale bars = 1μm 
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結果と考察
Tαbulαriafasciculata (c. A. Agardh) Williams & Round， 
1986， Diat. Res. 1: 326. figs 46-52. 
殻面は皮針形から線形，両殻端に向かつて殻幅が狭
まり，殻端は広円である(Figs1-9)。殻長53-105μm，
殻幅5-7μm。条線は10μmあたり 10-12本で，殻肩で
途切れた2つの胞紋からなる(Fig10)。胞紋は，スリッ
ト状の細い縦小肋をもっ複雑な簡板で覆われている
(Figs 11， 12)。唇状突起は片端にのみ1個見られる
(Figs 13-16)。外側の開口部は円形または楕円形をし
ており(Fig13矢印)，内側は半円形の2枚の唇に固ま
れた縦裂溝をもっ(Fig15)。最末端の条線と並んだ，軸
域上の中心線よりやや横にずれた位置にあり，縦裂溝
の方向は個体によってそれぞれ異なる(Figs13， 15)。
Williams & Round(1986)は，唇状突起を両殻端にそれ
ぞれ1個もつ個体と，片端にのみ1個もつ個体が共に
観察されたと報告している。また，Snoeijs(1992)では，
本種は両殻端にそれぞれ唇状突起を 1個もっと記載し
ている。このように，唇状突起を両殻端にもつかどう
かは報告によって異なることから，さらなる観察が必
要である。両殻端には殻套眼域があり，肥厚した縁辺
で固まれた内側には小胞が規則正しく並ぶ(Figs13-16 
矢尻)。その縁辺部に角状の突起物をもっ個体も見られ
る(Fig14矢印)。最末端の条線と殻套眼域の聞には，
小孔が殻縁まで数個並ぶ(Figs13，15二重矢頭)。接殻
帯片を含むすべての帯片は片側が開放し，互い違いに
重なり合うことで，内側から開放部分を塞いでいる。
被殻に接する接殻帯片には胞紋列はなく，第2"'4帯
片には胞紋列がそれぞれ1列ある(Fig17矢印)。
Williams & Round(1986)は，本種の半殻帯は接殻帯片
の他，中間帯片および、連結帯片(連結帯片は中間帯片に
比べ幅が狭く，小舌が大きい)がそれぞれ1枚の計3枚
からなると報告している。今回の観察では，第2"'4
帯片はその厚さ以外には明確な区別はできなかった
(Fig 17)。
LMでは，本種は同属内のT.investiens (W. Smith) 
Wil1iams & Roundと混同されやすい。これまでの筆
者ら(出井・南雲 1997，南雲ら 1998，鈴木・南雲
2004，鈴木ら 2007)の報告をもとに，両者を比較した
結果，次のことが明らかになった。 T.fasciculataの殻
面の幅は中心部が広く，殻端が狭まった皮針形である。
これに対し，T. investiensの殻面は線形で，殻幅はあ
まり変化しない。また，T.白sciculataの殻面の胞紋の
形がほぼ三角形であるのに対して，T. investiensは楕
円である。 SEMで観察すると，T. investiensの条線
は1つの胞紋で成り立っていることがはっきりと分か
るので，条線が殻肩で途切れた2つの胞紋からなる工
血sciculataと区別することが可能である。以上より，
鈴木・南雲(2004)が記載したT.investiens (Plate. 7， 
Figs 1，2)はT.fasciculata，鈴木ら(2007)が記載した
T. fasciculata (Figs 36，37)は T.investiensであると
考えられる。
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